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 週明け昨日の朝、女子ふたりがこの前

に立って「何を書こうかなあ」「私が書

いたの、これ」と話していた。 

 私は、読んで感動した。 

 素晴らしいな…３色のペンで自軍にメ

ッセージを書こうと呼び掛けた本部の発

案も見事だ。それと同じくらい、その呼

び掛けに応えて、実に瑞瑞しい、読んで

いて元気が出てくるメッセージの数々が、嬉しくて堪らなかった。 

 

 いいねえ、こういうの…。 

 今年度の真和会本部の人達はきっと忙しくて、今も大変だと思う。 

３年生の公立高校の受験日が来年から２月 25日と早くなった。そのため様々な行事の

実施時期を、全職員で何回も検討することになった。 

 その上で決めたのだが、前倒しというのはどうやっても、結局スケジュールが例年より

も過密になることは不可避だ。今年度については、どの行事も削減することはしなかった

が、今年の状況を踏まえた上で、次年度の行事日程の検討は、一部行事の削減も視野に入

れながら検討していくことも考えていかねばならない。 

 

 そんな多忙な中で、今年も本部の人達は、より全校生徒が楽しめるようにはどうしたら

いいのかを考えてくれたのだろう。だからこういう妙案が出てくる。 

この声を毎朝吉中生達が読んで、体育祭へのモチベーションが上がらないはずがない。 

 

 京セラ・KDDI の創業者である稲森和夫氏は「まず相手の靴を履いて歩いてみよう」と

語っています。「自分がこうしたい」だけで人はついてこない。まず相手の立場になって

考え抜くこと。その姿勢があって初めて自分の言葉は相手に届き、相手の心と行動が変わ

ってくる。 

本部の人達は、体育祭を迎える全校生徒の立場になって考え抜いたのだろう。 

ひとつひとつのメッセージを読めば、その気持ちがみんなに届いていることがわかる。 

 

だから成功するか失敗するかではない。 

大切なのは「どういう気持ちでやるか」だ。 

楽しもうという気持ちを持つ人が多くなれば、それは必ず楽しい時間になる。 

もう体育祭まで二週間を切った。 

みんなで楽しめる、温かい、熱い一日になるといい。いや、しましょう‼ 


